◎聖徳太子　「坐禅（＝宴坐）」をめぐって　　　　　　　　　　令和３年９月５日

◎聖徳太子（574 - 622）（『三経義疏』を執筆。『法華経義疏』は自筆本現存。）
○法 (ほ)華 (け)経 (きょう)義 (ぎ)疏 (しょ)（615年。現存する日本最古の書物）
●『法華経』の「安 (あん)楽 (らく)行 (ぎょう)品 (ぼん)第 (だい)十 (じゅう)三 (さん)」［「安楽な行と題された『法華経』の13章」］
１．「常 (つね)に坐 (ざ)禅 (ぜん)を好 (この)みて、閑 (しず)かなる処 (ところ)に在 (あ)りて、その心 (しん)を修 (しゅう)し摂 (おさ)めよ。」 
２．「顛 (てん)倒 (どう)して分 (ふん)別 (べつ)す、諸 (しょ)法 (ほう)有 (う)・無 (む)、これ実 (じつ)・非 (ひ)実 (じつ)、これ生 (しょう)・非 (ひ)生 (しょう)なりと。
３．閑 (しず)かなる処 (ところ)に在 (あ)りて、その心 (しん)を修 (しゅう)し摂 (おさ)めよ。安 (あん)住 (じゅう)して不 (ふ)動 (どう)なること、須 (しゅ)弥 (み)山 (せん)の如 (ごと)くせよ。」（この３行は法華経の本文。２と３は偈［詩句］の文）

●これ以下は聖徳太子の解説文
４．十 (とお)には、常 (つね)に坐 (ざ)することを好 (この)む小 (しょう)乗 (じょう)の禅 (ぜん)師 (じ)に親 (しん)近 (ごん)せざれ。 
５．「顛 (てん)倒 (どう)分 (ふん)別 (べつ)」より以 (い)下 (か)の二 (に)行 (ぎょう)の偈 (げ)は、上 (うえ)の「常 (じょう)好 (こう)坐 (ざ)禅 (ぜん)」を頌 (じゅ)す。 
６．初 (はじ)めの一 (いっ)句 (く)（＝２）は、「禅 (ぜん)をむの」を明 (あ)かし、
　　次 (つぎ)の一 (いっ)句 (く)（＝３）は、正 (まさ)に上 (うえ)の「常 (じょう)好 (こう)坐 (ざ)禅 (ぜん)」を頌 (じゅ)す。 
７．言 (い)うこころは、顛 (てん)倒 (どう)分 (ふん)別 (べつ)の心 (しん)有 (あ)るに由 (よ)るが故 (ゆえ)に、此 (ここ)を捨 (す)て、彼 (か)の山 (さん)間 (かん)に就 (ゆ)きて、常 (つね)に坐 (ざ)禅 (ぜん)を好 (この)むなり。［「顛倒」は、「本末転倒」に同じ］ 
８．故 (ゆえ)に知 (し)りぬ、「常 (じょう)好 (こう)坐 (ざ)禅 (ぜん)」は、なお応 (まさ)に「不 (ふ)親 (しん)近 (ごん)の境 (きょう)」に入 (い)るべきことを。

◎『維 (ゆい)摩 (ま)経 (きょう)義 (ぎ)疏 (しょ)』（弟子品） 
９．「ただ舎 (しゃ)利 (り)弗 (ほつ)よ、ずしも、これ坐 (ざ)するを坐 (ざ)と為 (な)さざれ」（「維摩経」本文）
１０．身 (しん)子 (し)（＝舎 (しゃ)利 (り)弗 (ほつ)）、既 (すで)に小 (しょう)乗 (じょう)たり。故 (ゆえ)に世 (よ)の散 (さん)乱 (らん)を患 (うれ)えて、山 (さん)林 (りん)に隠 (かく)れ、以 (もっ)て身 (しん)心 (しん)を摂 (おさ)めんとす。
１１．もし「万 (ばん)境 (きょう)即 (そく)空 (くう)」なりと解 (げ)して、彼 (ひ)此 (し)（＝あれこれ）存 (そん)せざれば、何 (なん)の身 (しん)心 (しん)有 (あ)りてか、散 (さん)乱 (らん)を生 (しょう)ぜん。（若解万境即空、不存彼此者、何有身心而生散乱也）
１２．もし「万 (ばん)法 (ぽう)これ有 (う)なり」と存 (そん)して、亡 (ぼう)ずること能 (あた)わざれば、山 (さん)林 (りん)に入 (い)ると雖 (いえど)も、則 (すなわ)ち散 (さん)乱 (らん)を何 (なん)ぞれん。
１３．彼 (ひ)此 (し)倶 (とも)に亡 (ぼう)じて、入 (い)るべき山 (やま)なく、くべきなし。
１４．これを名 (な)づけて「宴 (えん)」（＝坐禅）となす。（彼此倶亡無山可入無世可避…　是名為宴）
１５． 汝 (なんじ)（＝舎 (しゃ)利 (り)弗 (ほつ)）、彼 (ひ)此 (し)を存 (そん)して、俗 (ぞく)を棄 (す)て山 (やま)に入 (い)る…、あに好 (よ)く「宴 (えん)」（＝坐禅）と名 (な)づけんや。此 (こ)の句 (く)は身 (しん)心 (しん)を摂 (おさ)むること能 (あた)わざるを呵 (か)す。

●参考：聖徳太子が読んだ「維摩経」の解説本から「宴坐」（＝坐禅）の説明。
１６．宴 (えん)坐 (ざ)は梵 (ぼん)本 (ほん)に「身 (しん)心 (しん)を摂 (おさ)むる」なりと云 (い)う。（宴坐梵本云摂身心也）
　　　僧 (そう)肇 (じょう)（374-414）撰 (せん)『注 (ちゅう)維 (ゆい)摩 (ま)詰 (きつ)経 (ぎょう)』にある坐禅の説明。
１７．身 (み)の喧 (けん)動 (どう)を患 (うれ)うる故 (ゆえ)、身 (み)を山 (さん)林 (りん)に隠 (かく)し、  （患身之喧動故隠身於山林）　
　　心 (こころ)の馳 (ち)散 (さん)を患 (うれ)うる故 (ゆえ)、を一 (いっ)境 (きょう)に摂 (おさ)むる。（患心之馳散故摂心於一境）
　　　吉蔵（549-623）撰『維摩経義疏』にある坐禅の説明。
１８．彼 (かれ)無 (な)く此 (これ)無 (な)く亦 (また)中 (ちゅう)間 (かん)無 (な)し。（無彼無此亦無中間）『維摩経』本文。


◎白隠禅師（1685-1769）
１９．元 (げん)気 (き)をして一 (いっ)身 (しん)の中 (なか)に充 (じゅう)塞 (そく)せしめ、三 (さん)百 (びゃく)六 (ろく)十 (じゅう)の骨 (こっ)節 (せつ)（＝関節）、八 (はち)万 (まん)四 (し)千 (せん)の毛 (もう)竅 (きょう)（＝毛穴）、毫 (ごう)髪 (はつ)ばかりも欠 (かん)缼 (けつ)の処 (ところ)なからしめんことを要 (よう)す。是 (これ)生 (せい)を養 (やしな)う至 (し)要 (よう)なることを知 (し)るべし。（この文は「夜 (や)船 (せん)閑 (かん)話 (な)」。以下は「遠 (お)羅 (ら)天 (て)釜 (がま)」巻 (かん)之 (の)上 (じょう)）

２０． 百 (ひゃく)丈 (じょう)大 (だい)師 (し)曰 (いわ)く、「一 (いち)日 (にち)なさざれば日 (にち)食 (しょく)せず」と。是 (これ)を動 (どう)中 (ちゅう)の工 (く)夫 (ふう)、断 (だん)坐 (ざ)禅 (ぜん)と云 (い)う。… 兎 (と)にも角 (かく)にも諸 (しょ)大 (だい)将 (しょう)の心 (こころ)がけ玉 (たま)わんずる坐 (ざ)禅 (ぜん)は、此 (こ)の正 (しょう)念 (ねん)工 (く)夫 (ふう)の不 (ふ)断 (だん)坐 (ざ)禅 (ぜん)に越 (こ)えたる事 (こと)は侍 (はべ)るべからず。
２１．不 (ふ)断 (だん)坐 (ざ)禅 (ぜん)を学 (まな)ばん人 (ひと)は、殺 (さつ)害 (がい)刀 (とう)杖 (じょう)の巷 (ちまた)、号 (ごう)哭 (こく)悲 (ひ)泣 (きゅう)の室 (しつ)、相撲 (すもう)掉 (ちょう)戯 (ぎ)の場 (ば)、弦 (げん)管 (かん)歌 (か)舞 (ぶ)の席 (せき)に入 (い)りても…。塵 (じん)務 (む)繁 (はん)多 (た)世 (せ)事 (じ)紛 (ふん)然 (ぜん)、七 (しち)顛 (てん)八 (ばっ)倒 (とう)の上 (うえ)にて…。
２２．し、枯 (こ)坐 (ざ)黙 (もく)照 (しょう)を以 (もっ)て足 (た)れりとせば、枉 (ま)げて一 (いっ)生 (しょう)をり、大 (おおい)に仏 (ぶつ)道 (どう)にせん。仏 (ぶつ)道 (どう)にするのみにず、大 (おおい)に世 (せ)諦 (たい)も亦 (また)廃 (はい)せん。
　何 (なに)が故 (ゆえ)ぞ、しれ侯 (こう)大 (たい)夫 (ふ)は朝 (ちょう)覲 (きん)を怠 (おこた)り国 (こく)務 (む)を廃 (はい)して枯 (こ)坐 (ざ)黙 (もく)し、武 (ぶ)士 (し)は射 (しゃ)御 (ぎょ)を外 (ほか)にし術 (じゅつ)を忘 (わす)れて枯 (こ)坐 (ざ)黙 (もく)照 (しょう)し、商 (しょう)賈 (こ)は…、農 (のう)夫 (ふ)は…、工 (こう)匠 (しょう)は…枯 (こ)坐 (ざ)黙 (もく)照 (しょう)せば、国 (くに)衰 (おとろ)え民 (たみ)疲 (つか)れ、賊 (ぞく)盗 (とう)頻 (しき)りに起 (おこ)って国 (くに)其 (そ)れからんか。然 (しか)らば則 (すなわ)ち民 (みん)瞋 (いか)り恨 (うら)みて、必 (かなら)ず云 (い)わん、禅 (ぜん)は窮 (きわ)めて不 (ふ)祥 (しょう)の大 (だい)兆 (ちょう)なりと。

